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橋梁点検について
橋梁の損傷状況を把握、早期発見

鋳物の魅せる世界
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特
集

　全道一の歴史とスケールを誇る『第59回北見菊まつり』が今
年も上記日程で開催されます。開催期間中は、NHK大河ドラマ
江「姫たちの戦国」の戦国の姫たちが繰り広げる名場面を表現
した豪華絢爛な菊人形をはじめ、様々な菊が1万5000鉢もの
色鮮やかな菊で会場は埋めつくされます。
　物産展やイベントが盛りだくさん予定されておりますので、
一度足を運んでみてはいかがでしょうか。

2011年10月15日（土）～10月30日（日）
第59回  北見菊まつり

お問合わせ先
第59回北見菊まつり実行委員会事務局
〒090-0024北見市北4条東4丁目第１分庁舎（北見市役所観光振興室観光振興課内）
TEL.0157-25-1244 FAX.0157-25-1391

　このたび、平成23年度優良工事等表彰において、業務部

門「日高自動車道　日高町　門別厚賀道路排水対策設計

業務」が室蘭開発建設部より部長表彰を受賞いたしました。

　今回のこの受賞を励みとして今後も建設コンサルタント

としての品質確保・向上をもって顧客の信頼と満足が得ら

れるよう日々努力してまいります。

　関係各位におかれましては、より一層のご指導をお願い

致します。
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加熱され溶かされた金属（旭川市／臼井鋳鉄工業）

臼井鋳鉄工業（旭川市）

無から有へ
会場／北見駅南多目的広場（北見芸術文化ホール前）
住所／北見市泉町1丁目2-22
主催／北見市観光協会・北見市
主管／第59回北見菊まつり実行委員会

応援します、未来の東北。



当社では、橋梁点検を熟知したスタッフが事前調査か
ら安全計画（交通規制計画）、定期点検（地上、梯子、点検車
など）を行っています。
　また、塩害ASR調査の非破壊試験・微破壊試験、第三者
被害調査にも対応しております。
　点検スタッフは、各種橋梁点検の研修終了者、受講者を
配置し、点検精度および品質確保に務めています。

調査点検結果取りまとめは、発注機関（国、道、各自治
体）に応じた点検・取りまとめを行います。各種点検要領に
基づいた点検項目を部材毎（主桁、床板、橋台等）に点検し、
損傷（腐食、ひび割れ）程度の判定を行い、点検調書および
損傷図を作成します。
　劣化は特に「水」に起因する事が多いため、排水装置が
機能しているか等も点検するよう留意しています。

橋梁点検について

橋梁点検車による点検

地上目視点検

▲ 点検調書例（国交省） ▲ 損傷図例（国交省）

遊離石灰例 現場の様子

橋梁の状況を把握し、損傷を早期発見。

当社の取り組み

●主な講習会への参加

点検要領一覧
▼ 名称 ▼ 機関 ▼ 備考

橋梁点検技術研修会

橋梁点検に関する講習会

市町村橋梁長寿命化技術講習会

㈶海洋架橋・橋梁調査会

北海道、㈶北海道建設技術センター

㈶北海道建設技術センター

橋梁点検実施

橋梁定期点検要領（案）

橋梁点検・維持管理要領

道路橋に関する基礎データ収集要領（案）

国土交通省

北海道

国土交通省 国土技術総合研究所

国土交通省（北海道開発局）の
直轄国道の橋梁点検

対象部材、損傷種類を主部材に限り、
健全度把握を目的とした簡易なもの。

北海道の管理する橋梁点検に使用

TOPIC
全道市町村の橋梁管理者の方へ

　ご存じの方も多数いらっしゃると思いますが、国交省の長寿命
化修繕計画策定事業費補助制度（H19.4）によるとH26年度以
降（北海道はH24年以降）は橋梁点検などによる調査に基づい
て策定された橋梁長寿命化修繕計画※に基づいた修繕工事の
みが補助対象となります。つまり、修繕計画をH25年までに策定
する必要があるという事になります。

※橋梁長寿命化修繕計画とは
　橋梁点検（基礎データ収集）の結果を使って、橋梁の長寿命化修繕
計画を策定されるものです。予防的な修繕による橋梁の長寿命化や計
画的な架替え計画を策定することでライフサイクルコストの縮減を目指
します。

長寿命化修繕計画策定事業費補助制度（H19.4）・・・・市町村

長寿命化修繕計画
(補助金あり)

橋梁の修繕
(補助金あり)

計画に位置づけられた橋梁の
予防、修繕、計画的な架け替え

(補助金あり)

計画にない橋梁の事後的な
修繕、架け替え
(補助金廃止)

※都道府県および指定市は、H24から運用

H19 H25 H26H19 H25 H26

橋梁定期点検は、橋梁の損傷状況を把握し、道路機能への
損害、第三者への被害を及ぼす可能性のある損傷を早期
に発見し、損傷程度に応じた維持補修対策方針を策定す
るために行います。
我が国の橋梁は昭和30年代から40年代の高度経済成長
期に多数建設されており、近年橋梁の損傷が顕著化してき
ています。さらに、今後これら橋梁の維持管理需要が急激
に増加するのは明らかです。これらの橋梁の老朽化が同時
期に訪れると莫大な費用がかかってしまうため、効率的か
つ経済的な管理計画を行う必要があります。橋梁点検結果
は、計画的維持管理の基礎資料として活用されます。

●

●



●誌面の情報は、当社職員が独自に取材したものです。発行責任者：斉藤幹次（取締役副社長）制作：ドボク管理 地域情報誌編集室（〒090-0801 北見市春光町1-24-3 TEL.0157-26-3321 FAX.0157-22-7508）
今回の取材にご協力頂いた皆様方に心よりお礼を申し上げますと共に、紙面の都合上充分な内容をお届けできず、お詫びを申し上げます。紹介できなかったものは当社HPに順次掲載予定ですので、是非アクセスしてみてください。http://www.dobokukanri.co.jp/

鋳物の製造は、紀元前３５００年頃メソポタミア地方（現

在のイラク付近）から始まったといわれています。古くか

ら農機具、祭礼、日常用具、武器として人間の生活に深い関わ

りを持ってきました。

　世界各地で広まった鋳物の技術は、日常生活ばかりではなく

武器の製造も行っていたために、より丈夫で強い武器（材質）

の製造方法が各国で模索され、技術が急速に進歩していきました。

　現代のような鋳物工業の形態が出来上がったのは、イギリス

の産業革命が契機になったと言われています。機械文明の中に

鋳物製品が組み込まれるようになって、ますますその需要が高

まり、物造りの根幹の技術として広く認知・利用されるように

なりました。

　下記の図が鋳物製品の出来るまでの流れを、簡潔に示した図に

なります。

　何か見覚えがあるような作業工程だと思いませんか？そう、バ

レンタインデーのチョコ作りやオリジナルのろうそく作りと鋳物

の製造工程は基本同じなのです。

　このようにシンプルな製造方法だか

らこそ、複雑な形状の物でも造りやす

く、原理的にはどのような形の物でも

造ることが可能です。ただ、遙か昔か

ら世代を超え国境をも越えて受け継が

れてきた技術は、シンプル故に奥深く、

洗練された作業工程は気の抜けない難

しい作業となります。

品として生み出す。溶湯が放つ眩いほどの光は、「無（廃棄物）

から有（製品）へ」新たな命を吹き込まれ、その鉄くずが存在価

値を誇示するために光輝いているのかもしれません。

　工場内の熱気や騒音に慣れてくると、どこか違和感を感じはじ

めます。　それは、一つの作業を作業員全員で行っている事です。

正直なところ、なんて非効率な作業なんだろうという印象を受け

ました。（臼井社長並びに社員の皆様方、事情を知らず申し訳ご

ざいません。）

　後から臼井社長からお話を伺った時にわかった事なのですが、

臼井鋳鉄工業さんも昔は流れ作業でおこなっており、各作業員が

自分の持ち場の作業のみを行っていました。

　ですが、製品に不具合が生じた時に流れ作業のどこでおきた不

具合なのか原因の究明が難しく、

大変苦労されていたそうです。

そこで、一見非効率に見える一

つの工程に全ての作業員が関わ

るというスタイルに変更したの

だそうです。非効率でありなが

らもこのスタイルは、不具合が

生じた時の原因究明がスムーズ

に行われ、その結果、製品の品

質が向上したばかりではなく、

各持ち場のスペシャリストが集

まることでそれぞれの知識と技

鋳物の歴史

術を共有し、作業員の能力向上にも繋がっていきました。　「効率

的な作業から一見非効率な作業」のシフトチェンジを行うことに

よって、技術力を養い、今では既存の製品はもちろんのこと独自

の製品開発の道を後押しする力となっています。

　工場内に広がる作業音、炉からもれる熱気、溶湯を流し込まれ

た鋳型からわき出る炎、その熱気以上に製品造りに一丸となって

情熱をかたむける作業員達の姿。工場内に広がるその光景に、た

だただ感動し圧倒されるばかりでした。

　臼井鋳鉄工業さんの経営理念「私達は、情熱と感動を持って、

心豊かなものづくり、社会づくりに貢献します」という言葉通り、

工場内には製品造りにかける情熱と見た者に感動を与える作業風

景が広がっています。

ギャラリー CASTORN の特色

は「行動展示」。鋳鉄製スピー

カー「CASTORN」の試聴や

鋳鉄鍋で料理が出来るようにキッ

チンが備えてあります。

　取材班は世界初鋳鉄製スピー

カー「CASTORN」の試聴をさせ

て頂きました。熱され時には火花

や炎をあげながら確かな技術のも

と成形された「CASTRON」。

そこから生み出される音は、その猛々しい製造工程からはイメー

ジ出来ないほど、繊細で優しく澄み切った音でした。ボリューム

を上げても下げても・高音域も低音域もその音質は変わることな

く、楽曲の持つ本来の音を私達に聴かせてくれます。

　その他にもジンギスカン鍋「蒼き狼」、すき焼き鍋「醇 JUN」、しゃ

ぶしゃぶ鍋「燗 RAN」などの鋳鉄鍋、だるまストーブ「禅 ZEN」、

デザインマンホールの蓋なども展示されています。デザインマン

ホールは道内の多くの市町村で採用されていますので、北海道の

爽やかな秋晴れの中、のんびりとご当地のデザインマンホールを

探しながら歩いてみるのも面白いかもしれません。

工場内に足を踏み入れると感じるのは、汗が噴き出るほどの

熱気、耳に入ってくるのはこれでもかというぐらい大音量の

作業音のみ。外の世界からは完全に遮断され、工場内独特の雰囲

気に瞬時に飲み込まれます。

　その薄暗い工場内で、ひときわ輝きを放ち、見る者を圧倒する

存在感。それは、炉の中で熱されぐつぐつとまるで生きているか

のような躍動を見せる溶湯（原材料が溶解し液状化しているもの）。

その様子を見た時に「綺麗だな」と発したのが、工場内での第一

声でした。

　熱されて光り輝く溶湯は、もともと鉄・アルミニウム・鉛など

の金属。その鉄などの原材料は、臼井鋳鉄工業さんがある旭川総

合鉄工団地の近隣の工場で、製品を作る上で出る鉄くずなどを利

用しています。商品価値がないもの（廃棄物）を、新たに鋳物製

鋳物の魅せる世界無から有へ
むせかえるような熱気に包まれた工場内。　話し声も聞き取れないほどの作業音。黙々と作業にあたる作業員達。薄暗い工場内に窓からの光
を受け蒸気が幻想的な世界を作り出す。そんな時が止まったかのような空間の中で、目が眩むほどまばゆいオレンジの光が見ている者の心
を奪い魅了する。
今回の特集記事は鋳物。取材協力をして頂いたのは、旭川総合鉄工団地内の臼井鋳鉄工業さんです。ダクタイル鋳鉄（普通鋳鉄の数倍の強度）
を使用したマンホール蓋や鋳鉄フェンスはもちろんのこと、ジンギスカン鍋「蒼き狼」・だるまストーブ「禅」など身近な鋳物製品も手がけ
られています。特に世界初の鋳鉄製スピーカー「CASTRON」は、国際放送で紹介されるほど注目を浴びています。

●

●

工場内レポート

製品ができるまで

ギャラリー
CA S T R ON

臼井鋳鉄工業の工場内。右端が社長の臼井さん。

鋳型から取り出された製品

カメラのような測定器で溶かした鉄の温度を測ってるところ。

鋳型への流し込み作業 鋳鉄製スピーカー「CASTRON」

整然と並ぶ鋳型

マンホールの蓋

「元気なモノ作り中小企業300社」
を受賞（2007年）

ギャラリー内の大型スクリーン

1作りたい型を用意する 2 型を土に埋める 3 土の中から型を
取り出す 4 元のようにかぶせる

5 溶けた鉄を流し込む6 冷却する7 中身を取り出す8 完成


